
主　催   ：   龍谷大学 矯正・保護総合センター

第8回 矯正・保護ネットワーク講演会

龍谷大学 響都ホール校友会館
（京都市南区東九条西山王町31 アバンティ9階）
JR京都駅八条東口より徒歩約１分
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参加費
無　料
要事前申込

先着300名様

どなたでもご参加いただけます
。

（開場 12：30～）
お申し込み・お問い合わせにつきましては裏面をご覧ください。

2018年12月8日（土）
１３：３０～１５：30

後援：京都府／京都市／浄土真宗本願寺派／ NHK京都放送局／京都府保護司会連合会／京都府更生保護女性連盟／
更生保護法人京都府更生保護協会／京都BBS連盟

中本 忠子 氏

講演者

なか もと ちか こ

特定非営利活動法人 食べて語ろう会 理事長



開催趣旨

2018年12月8日　第8回 矯正・保護ネットワーク講演会　参加申込書

お名前

フリガナ

ご住所

電話番号 FAX番号

メールアドレス

男 ・ 女

当てはまるものに○をしてください。

ご所属・ご職業
（差し支えなければ）

〒

性 

別
年 

令
10代 20代 30代 40代
50代 60代 70代以上

　龍谷大学は、100年以上に及ぶ浄土真宗本願寺派の宗教教誨を基盤としながら、1977年に刑事政策に特化した教育プロ
グラムとして、矯正課程（現在の矯正・保護課程）を設置しました。それ以来、刑務官や法務教官、保護観察官などの専門職のほ

か、保護司や篤志面接委員、BBSなどのボランティアの養成に努めてきました。
　また、2001年には、矯正・保護についての学術研究を推進する矯正・保護研究センターを設置しました。この研究センターは、2002年度からは、
文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業（AFC）に採択され、８年間にわたり研究活動を行ってきました。
　2010年には、矯正・保護総合センターを開設し、矯正・保護課程の教育活動と研究センターの研究活動との有機的な統合をはかることとしました。さ
らに、総合センターにおいては、矯正・保護の分野における社会貢献活動も、事業の柱として明確に加えることとしました。その一環として、矯正・保護の
実務家や関係する行政機関、民間団体、企業家、専門職の方々、地域の方々など、この問題に関心を寄せる多様な人びとに対し、それぞれの思索と相互
理解を深めるため、議論・研修の場を提供する事業として、2011年度から矯正・保護ネットワーク講演会を開催させていただいております。

■ お問い合わせ
TEL：075-645-2040
FAX：075-645-2632

〒612-8577  京都市伏見区深草塚本町67
矯正・保護総合センター龍谷大学

参加をご希望される方は、事前にお申込みが必要です。参加お申込み

http://rcrc.ryukoku.ac.jp/ E-mail: kyosei-hogo@ad.ryukoku.ac.jp

FAX 075‒645‒2632

お申込みを受け付けさせていただいた方には、「受付番号通知ハガキ」を送付いたします。
講演会へお越しの際は、必ずお持ちください。 参加費

無　料
要事前申込

先着300名様

どな

たで
もご参加いただけます

。

インターネットから
①矯正・保護総合センターホームページ（http://rcrc.ryukoku.ac.jp/）の「講演会等のお申込み・資料請求」ボタンを
　クリックしてください。
②「お申し込みフォーム」の必要事項（名前・住所・メールアドレスなど）を入力した後、　送信ボタンをクリックしてください。
　登録されたメールアドレスに受付完了メールを返信いたします。

FAXから 以下の参加申込書に必要事項をご記入の上、送信してください。

1934年、広島県江田島市生まれ。1980年10月から2010年11月（定年）まで保護司
を務める。1982年、シンナー吸引によって、保護観察処分となった少年の担当保護司
になる。シンナーを止められない理由として少年が「腹が減ったのを忘れられるから。」
という言葉に衝撃を受け、空腹に気が付かなかったことを詫びて、その日から手料理を
振る舞い、その後、その少年はシンナー吸引を止め、同じような境遇の友人を自宅に連
れてくるようになり、「多数の空腹と行き場のない子ども」が多数自宅に集まるようにな
る。近所の方の助けも借りながら自宅を開放し子ども達への食事等を提供する活動を
スタートさせる。1992年からは、自宅だけでなく、地域の公民館においても毎週日曜日
（2012年からは、毎月第1、第3日曜日の2回）に夕食の提供を始め、2003年、この活動
を「食べて語ろう会」と名付けて定期的に食事会を開催するようになる。同会が今後も
継続的に活動し続けていけるようにとの願いから、2015年8月、NPO法人「食べて語
ろう会」を立ち上げ、理事長に就任する。2016年12月、自宅の近隣の空き店舗を借り
入れて改装し、「基町の家」と名付けた場所において、毎日、食事と語らいと相談事がで
きる活動を継続している。（公民館での活動は、2018年6月まで実施したが、同公民館
が耐震工事に入ったため、現在は中断している。自宅における食事の提供は基本的に
は中断している。）

【受賞歴】
2001年10月 法務大臣表彰
2006年11月 瑞宝双光章受章
2014年 7月 法務省保護局長
  特別感謝状受賞
2015年11月 公益財団法人
  社会貢献支援財団
  社会貢献者表彰受賞
2016年 3月 広島市民賞受賞
2017年 4月 吉川英治文化賞受賞
2017年12月 ペスタロッチー教育賞受賞
2017年12月 子どもと家族・若者応援団
  表彰（内閣府特命大臣表彰）
2018年  8月 作田明賞最優秀賞受賞

中本 忠子氏 プロフィール▶


